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耕月 寺様 全国環境対策機構様 稲葉様 

第一生命静岡支社様 アンダンテ様 デナリ様 

株式会社静岡仮説代表取締役 木原 直也様 

株式会社光塗装 専務取締役 池田 遼様 渡邊 令様 

斎藤 美奈子様 渡井 誠人様 岩崎 明子様 

古屋 富志郎様・升江様 山田 秀一様 長澤 祐也様 

吉岡 和之様 アイワ文化福祉財団様 大川 好子様 

小山 尚子様 小池 和男様 塩地 そめ子様 

   

お寄せいただいた寄付金は施設整備のため使用させてい

ただきました。どうもありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

新型コロナ禍の中、ようやく学校が始まりました。登

校、登園の際は毎日マスクを着けていますが、梅雨に入

り、夏が近づいてくると、気温も高くなりマスクをして

いるのが辛くなってきました。今後は熱中症も気にしな

がらの感染症対策をしていかなければなりません。切に、

一日でも早く新型コロナのワクチンが開発されることを

願い、七夕の短冊に強く書きました。早くマスクを外せ

る日が来ると良いですね。 

       （児童指導員 岡 雅代） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

七月六日、静岡県内八十九例目となる新型コロナウ

ィルス感染者が伊東市内で発生し、その後同居家族 4名

の感染も確認されました。保護者の皆様には多大なるご

心配を掛けしたことと思いますが、その後の保健所の調

査で感染者の勤務先等に濃厚接触者はいないということ

が確認されました。これを受け伊東市では感染防止策を

行った上での教育活動継続の決定が下され、子どもたち

は元気に通学（園）をしております。 

川奈臨海学園では職員・子どもの体調管理やマスク着

用、手洗い・手指消毒の徹底等の感染防止対策の継続と

ともに、七月から再開した面会・外出・帰省やショート

ルフランの際、受け入れる側のご家庭に対し実施前十四

日以内の体調や行動歴の確認や実施中に三密（密接・密

着・密閉）となり得る状況を避けて頂く等のご協力をお

願いしております。 

子どもたちを感染から守るため今後も引き続きご理

解・ご協力をお願い致します。 

（看護師 小西さゆり） 

 

 

 

 

 

帰省期間 

八月十四日～八月十六日 

九月十八日～九月二十二日 

十月十六日～十月十八日 

 

帰省については児童相談所の許可のもと、各御家庭へ

連絡しておりますので、宜しくお願い致します。尚、予

定されている帰省期間は、新型コロナウィルスの状況に

応じて変更する可能性があります。ご承知ください。 

 

 

 

 

 

   

 

 

 
 

 

六月一日、今年度で閉校となる伊東市立川奈小学校で、

最後となる入学式が行われ、学園からは飯塚惺來ちゃん

と鈴木拓斗君が式に参加しました。 

例年ならば桜が咲き乱れる四月に行われる予定でした

が、新型コロナウィルスの影響により、少し遅めの入学

式となってしまいました。しかし、二人にとっては待ち

に待った入学式、期待と不安で胸いっぱいの表情で入学

式に参加していました。 

つい二ヶ月前まで幼稚園児だった子どもたちが、お兄

さんお姉さんの顔つきで校長先生や教頭先生の話を静か

に座って聞いている姿に、大きな成長を感じました。 

今年の一年生は三人で、規模も縮小して行われました

が、一人一人が、立派な小学生になった姿を見て、私た

ちはこれからも応援し、支援していきたいという気持ち 

    

 

 

 

 

 

四月一日地域小規模児童養護施設「わかな」を開設。三

月二十八日には開所式が行われました。児童六名が川奈

を離れ、職員と新たな生活がスタートしました。六人の

子どもが当直も含めた四人の職員と生活を共にします。

伊東市鎌田地区の住民の皆様に見守られながら地域の学

校へ登校します。 

新型コロナウイルスの影響で休校・外出自粛があるな

か、子どもたちは新しい家「わかな」をきれいに使い、

手伝いも進んで行う回数も以前より増え、より家庭に近

い環境で生活を共にしています。外出自粛が緩和され、 

 

 

 

 

 

 

 

でいっぱいになりました。今年度で伊東市立川奈小学校

は閉校となってしまいますが、新入生の小学校生活は始

まったばかりです。これからの学校生活の中で、様々な

困難や、楽しいこと嬉しいことが待っていると思います。

子どもたちと一緒に乗り越えていきたいと思います。 

（保育士 小倉 千優） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一緒に買い物に行き食材を選ぶなど四季折々の食事メニ

ューを作ってあげたいと思う日々です。 

(保育士 瀬戸 純也) 

 


